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Ｋ： 教育と訓練 

Ｌ： 安全かつ効率的な実験を行うための準備手順のひとつで、RIを使用した実験を行う前に、同様

の実験をRIを使用しないで行う。 

 

 Ⅱ  

Ｍ： 90Srは娘核種90Yと放射平衡にあり、このβ線のエネルギーが2.3MeVと高いので、制動放射にも

留意する必要がある。 

Ｎ： β線の飛程は皮膚でも１cmを超える。 

Ｏ： 皮膚や眼の水晶体の確定的影響の恐れがあるので、等価線量で評価する。 

Ｐ，Ｑ： エネルギーと原子番号のそれぞれにほぼ比例する。 

Ｒ： Ｍの説明の通り。 

Ｓ，Ｔ： 制動放射線による被ばく線量（１cm線量当量）を推定するが、バックグラウンドレベルま

で測定できるNaIシンチレーション式を選択する。 
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 放射線のことを全くご存知のない方々は、一瞬

ギョッとされるタイトルかも知れません。本誌読

者の皆さまは、身の回りにも自然放射線や自然放

射性物質が存在することや私たちの身体も放射能

を持っていることも理解しておられると思います。 
 サブタイトルに関連する核種名が記載されてい

ますように、令和５年に始まった福島第一原子力

発電所からの「処理水放出」とそれに伴う国内外の

反応など一連の動きが本書執筆の大きな動機にな

っていると思われます。この難問を適切に議論す

るためには、少なくとも、①自然放射線の存在、及

び②被ばく線量と人体影響との関係、についてあ

る程度の基礎知識が必要です。 
 本書では、まず第１章「生活の中の放射能」で自

然放射線を発生源によって分類し、また、私たちの

生活に利用されている自然放射性物質についても

紹介されています。第２章「トリチウムは厄介者か」

では、トリチウムとは何か、自然界にも存在するこ

と、世界中のすべての原子力発電所で作られそれ

らは完全には処理できないことなど、科学的デー

タを引用しながら解説されています。 
 第３章「人を魅惑するラドン」では、自然放射性

核種であり、量的にははるかにトリチウムより多

く、希ガスであること、さらには温泉効果・呼気療

法にも利用されていることを詳述されています。

かつて「ミスター・ラドン」と呼ばれていた著者の

真骨頂と言ってもよいでしょう。 
 上記②（人体影響）に関する内容は、第３章の一

部と第４章「悩ましい健康への影響」に述べられて

います。自然レベル程度やそれ以下の線量での影

響は、データ処理・統計上の限界から、正確には明

らかにされていません。本書では「絶対安全はない」

という表現も使われています。 
 以上の背景の下、第５章「安全・安心への方策と

風評被害はあるか」と第６章「放射性廃棄物を漂流

させないために」において、私たちに課せられてい

る大きな問題に対してどのような具体的アクショ

ンをすべきかが熱く語られています。諸課題の整

理と過去の不適切な対応を振り返るとともに、著

書の提言が述べられています。先送りせずに、早急

にかつ真剣に議論する必要性が説かれています。 
 本書が、読者だけでなく、お近くのご関係者を含

めた多くの方々に対する放射線知識の普及につな

がれば幸いです。是非とも一読ください。 
（電子科学研究所 小田啓二） 
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「ここにもある放射能」 
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